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基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成

「教科担任制」「チーム担任制」の推進

基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成

基本目標Ⅲ

質の高い学校教育の推進
基本目標Ⅳ

家庭・地域の教育力の向上

小学校において、「教科担任制」を充実させ、教員の「個人としての指導力」と教師集団
の「組織としての指導力」の向上を図り、児童生徒の多様性に対応します。また、段階的に
「チーム担任制」を導入し、固定的な「学級担任制」から多様性を認め合う弾力的な「チー
ム担任制」を推進します。

サタデースクール(市営)

希望する全ての中
学生を対象に学校以
外での学習機会を保
障し、生徒の学びを
支援します。

市内全小・中学校で
学校水泳指導民間委託

市内全小・中学校の水泳指導を民間に委託
しています。より高い安全性の上で、児童生
徒の泳力向上を目指します。

不登校児童生徒支援
（メタバース空間の活用）

不登校児童生徒を対象にメタバース（仮想
空間）を活用した支援を導入します。自宅か
ら社会と繋がる「新たな居場所」として、対
面が苦手な子の学びを保障し、学校復帰や自
立を後押しします。

「ココロノ トリセツ」の活用
（いじめ未然防止教育プログラム）

市内２校において、いじめ加害を未
然に防ぐために、「相手の心を理解す
る力」「ストレスをコントロールする
力」を育成する教育プログラムを実施
します。

通級指導教室 一部巡回指導開始

小学校３校、中学校１校、計４校の「通級指導教室」にて、個に応じた指導・支援を
行っています。今年度より、通級指導教室「わかば」において巡回指導を開始します。

学びジョンプロジェクト

本市の教育理念のもと、教師の授業
力向上・効果的な指導方法の継承、学
力向上を目指した授業実践をとおして、
本市の教育課題の解決を図ります。

hyper-ＱＵの年２回 実施（学級満足度調査）

児童生徒の学習・生活状況と学級での意欲や満足度を把握し、指
導に生かします。(小学校４～６年生、中学校１～３年生で年２回実施)

特別支援学級設置率１００％

市内全小・中学校に特別支援学級を設置
しています。

学校応援団の充実

地域の「宝」である子供たちを、地域の
一員として育てていくような地域ぐるみの
教育活動を支援します。地域に開かれた学
校づくりを推進します。

拠点校部活動・
部活動指導員の拡充

昨年度のソフトボール部に加え、今年度は、
野球部・女子バレー部・バトミントン部・女
子卓球部の拠点校部活動を設置予定です。ま
た、専門的な知識・技能をもった部活動指導
員を増員します。学校４・３・２制の推進（小中一貫教育）

市からの委嘱を受け、各中学校区において同じテーマで研究を進めます。学習のきまりや
学習指導方法の研究を小中学校の教員が共に行うことで、小・中学校の系統性を生かした教
育活動を展開します。また、今年度は、北本中学校と南小学校において、県教育委員会より
英語指導方法改善事業の研究委嘱を受けています。

学校栄養士の全校配置

学校栄養士を市内全小・中学校に配置して
います。給食の安全で適切な栄養管理の充実
を図り、児童生徒の健やかな成長を支えます。

コミュニティ・スクール
(学校運営協議会)

「地域とともにある学校」を目指し、学
校・家庭・地域の連携・協働をさらに進展さ
せます。

教員の英語によるコミュニケーショ
ン能力及び外国語・外国語活動の指
導力向上を図り、グローバル化に対
応した人材の育成を強化します。

【市営サタデースクール】

【hyper-QU活用の例】


